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【出題の意図】 

「生徒指導提要」には、「発達支持的生徒指導」について以下のように説明されている（p.20）。 

 

発達支持的生徒指導は、特定の課題を意識することなく、全ての児童生徒を対象に、学校の教

育目標の実現に向けて、教育課程内外の全ての教育活動において進められる生徒指導の基盤とな

るものです。発達支持的というのは、児童生徒に向き合う際の基本的な立ち位置を示しています。

すなわち、あくまでも児童生徒が自発的・主体的に自らを発達させていくことが尊重され、その

発達の過程を学校や教職員がいかに支えていくかという視点に立っています。すなわち、教職員

は、児童生徒の「個性の発見とよさや可能性の伸長と社会的資質・能力の発達を支える」ように

働きかけます。 

発達支持的生徒指導では、日々の教職員の児童生徒への挨拶、声かけ、励まし、賞賛、対話、

及び、授業や行事等を通した個と集団への働きかけが大切になります。例えば、自己理解力や自

己効力感、コミュニケーション力、他者理解力、思いやり、共感性、人間関係形成力、協働性、

目標達成力、課題解決力などを含む社会的資質・能力の育成や、自己の将来をデザインするキャ

リア教育など、教員だけではなくスクールカウンセラー（以下「SC」という。）等の協力も得な

がら、共生社会の一員となるための市民性教育・人権教育等の推進などの日常的な教育活動を通

して、全ての児童生徒の発達を支える働きかけを行います。このような働きかけを、学習指導と

関連付けて行うことも重要です。意図的に、各教科、「特別の教科 道徳」（以下「道徳科」とい

う。）、総合的な学習（探究）の時間、特別活動等と密接に関連させて取組を進める場合もありま

す。 

 

そのため、具体的な学校種や学年等を取り上げ、日々の挨拶や声かけについて工夫している点

や、学級活動の時間に自己理解を促す活動を実施する等の取組、教科の授業時にグループでの対

話的な活動を取り入れ、協働性を育む等の工夫についての記述が望まれる。 
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